
１．適用工種

道路部 函渠工（ボックスカルバート）

（W＝５．８m×H＝５．６m－L＝１５m）

２．改善提案

函渠工（ボックスカルバート工）の躯体コンクリー

トで施工において躯体の打設延長が１５mと長い為

に施工中心部付近にコンクリートの収縮によるクラ

ックの発生が懸念された為に長い為に施工中心部付

近にコンクリートの収縮によるクラックの低減工法

として「CRネット：太平洋マテリアル」を採択し

た。

３．従来工法の問題点

函渠工（ボックスカルバート工）の施工において

はコンクリートの乾燥収縮の影響でクラックが施工

中心部に発生していた。そのクラックの発生を低減

する為にコンクリート配合の検討を行い対策に努め

ていたがなかなか良い結果が得られなかった。

４．工夫・改善点

躯体コンクリートの側壁部及び天端部に「耐アル

カリ性ガラス繊維ネットCRネット６０」を設置する

ことによりコンクリートの収縮によるクラックの低

減を図る。

５．効果

本体コンクリート打設は平成１９年２月２２日に実施

して養生後随時クラックの発生確認調査を行ってい

るが平成１９年１０月末現在もクラックは発生していな

い。

６．適用条件

天候、作業環境（塩害での腐食）、その他の諸条

件も特に問題なくコンクリート構造物に使用できる。

用途可能工種

下部工（橋台、橋脚）

ボックスカルバート工

擁壁

７．採用時の留意点

躯体コンクリートの形状及び打設計画により敷設

間隔、枚数等の検討を行う必要がある。
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ボックスカルバート工施工時での躯体コンクリート
のクラック発生の低減対策
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図―１ ボックスカルバート工構造図

図―２ CRネット敷設図

写真―１ CRネット敷設状況
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